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（案）
投稿原稿の形式
（1） 1ページ目
表題：日本語タイトル日本語タイトル日本語タイトル日本語タイトル日本語タイトル
著者名（筆頭著者は会員番号記載のこと），所属機関の住所，E-mailを明記し，責任者の署名を要する．
































（2） 2ページ目

概　要

【目的】目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的　目的
【方法】方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　
【結果】結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　 結果　結果　結果　結果　結果結果　 結果　結果
【結論】結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論　結論
内容抄録を概要として500 字以内にまとめ，概要には，目的，方法，結果，結論を必ず含ませるものとする（一般総説を除く）．



キーワード :キーワード，キーワード，キーワード，キーワード
key wordを4語以内で併記する．



※日本語による原著の場合には，この他に英文の抄録をつける．抄録は英文の表題，著者名，所属機関名，400語以内の抄録，4語以内のkey wordの順に作成する．

















（3） 3ページ目

本　文　

本文の書式は，原則として緒言，方法，結果，考察，文献，表図の順序とする．

I.緒言
緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　緒言　
II.方法
方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法　方法
III. 結果
結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果　結果

Ⅳ．考察
考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察　考察
文献
文献は本文中の引用箇所に右上肩付きで引用順に番号を片括弧で示し，本文末尾に引用順に列挙する．

誌名は邦文のものは日本医学図書館協会編「日本医学雑誌略名表」により，欧文のものはIndex medicus所載のものに従う．著者名はすべて明記し，記載の順序，方法は以下のとおりとする．

雑誌の場合：
著者名（著者が3名以上の場合は省略）：題名．雑誌名，巻数：初頁－終頁（西暦年）
（例）Masuda A，Nakayama T，Yamanaka T，et.al.：Cognitive behavioral therapy and fasting therapy for a patient with chronic fatigue syndrome．Inten Med，40：1158 - 61（2001）

単行本の場合：
著者名：章題．書名，編者名，版数，発行者，発行地，初頁－終頁（西暦年）
（例）Munro HN：General aspects of the regulation of protein metabolism by diet and by hormones．Mammalian Protein Metabolism，Munro HN，Allison JB eds，2nd Ed，Academic Press，New York，381-481（1964）
図表
図および表は本文と切り離して別紙とする．電子メールでの投稿の際には，本文とは別ファイルとし，表はExcelもしくはPowerPoint，図または写真はPowerPoint もしくはJPEG ファイルのものとする．写真は図として扱う．カラー印刷の希望は実費を徴収する．
図の標題は図1，図2のように通し番号を付け文献末尾に一括する．表は表1，表2として番号を付け，標題は表の上に，略語などは表の下に書く．
表の大きさは原則として1ページ以内に収まるものとする．表の縦罫は原則として省き，横罫もできる限り省略する．
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